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文化財の適切な保存と未来への継承につながることを
強く望んでやまない。

（1）		井手亜里.	小特集 文化財と映像技術:	4．文化財計測用高解
像度スキャナ～その後の展開～.	映像情報メディア学会誌.	
2010,	64（6）,	p.	778-782.

（2）	 	井手亜里.	特集 デジタルアーカイブ:	2．高精細デジタル化
のための最新技術 2-4．文化財専用高精細大容量画像の入
力・分析・表示・総合システム構築.	映像情報メディア学会誌.	
2007,	61（11）,	p.	1562-1566.

（3）	 	「科学記録」は、映像情報を記録しデジタルデータとして残す
際に用いられる用語である。科学記録は再現性を重視する点
で、単なる「映像記録」と区別される。分光反射情報を記録す
ることで再現性を高め、経年変化の影響を最小限にすること
を目指す。分光反射情報については、以下を参照。
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“Development	of	Digital	 image	scanners	and	spectroscopic	
analysis	 of	Asian	 paintings”.	 Science	 for	Conservation	
of	Cultural	Heritage.	Ed.	Kamba,	N.;	Menu,	M.,	Editions	
Herman,	2012.	p.	75-87.	

（5）	 	Toque,	 Jay	Arre;	 Sakatoku,	 Yuji;	 Ide-Ektessabi,	 Ari.	
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digitally	 archived	 images”.	Computer	 vision	 and	 image	
analysis	of	art	 :	18-19	 January	2010	 :	San	 Jose,	California,	
United	States.	 :	 technical	conference	computer	vision	and	
image	 analysis	 of	 art	 :	 IS&T/SPIE	 electronic	 imaging	
symposium	:	Jan	2010,	San	Jose,	CA.	2010,	75310N1-7530N10,	

（Proceedings	of	SPIE,	Vol.	7531）．
（6）		「ミャンマー古文書保護センター」に関して、国立図書館と京

都大学プロジェクトチームとの連携は2017 年度も継続して
おり、同センターの設立を記念したメモリアルカンファレン
スを2018 年2 月にヤンゴンの国立図書館で実施した。

（7）		同プログラムは京都大学の招聘プログラムとして実施され
た。実施報告書は井手亜里『平成29 年度文化遺産国際協力拠
点交流事業「ミャンマー連邦共和国の文化遺産のデジタル
保存展示に関する拠点交流事業」成果報告書』として2018 年
中に公開予定である。

（8）		詳細は、井手亜里『平成29 年度文化遺産国際協力拠点交流事
業「ミャンマー連邦共和国の文化遺産のデジタル保存展示
に関する拠点交流事業」成果報告書』を参照。
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「熊本地震ライブラリ」の取り組みについて
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 「平成 28 年熊本地震」の発生以降、熊本県内では
複数の図書館で震災関連資料の収集が行われている

（E1886 参照）。熊本大学附属図書館では、「熊本地震
ライブラリ」として熊本地震に関する資料の収集・保
存・公開を進めている。本稿では、地震発生から約 1
年 8 か月が経過するまでの当館の取り組みについて報
告する。

1.　震災記録ワーキンググループの発足
 2016 年 4 月 14 日以降に発生した一連の熊本地震に
より、当館では施設や蔵書に被害を受けた（1）。発災当
初から館内の復旧を進めると共に、阪神 ･ 淡路大震災
や東日本大震災等における各図書館の震災資料の収集
と公開について調査を行った。2016 年 6 月 21 日に震
災記録ワーキンググループ（以下「震災記録 WG」と
いう。）を発足させた。震災記録WGは震災資料の収集・
保存・公開に関する方針を策定し、通常業務とするま
での一時的な体制として、2016 年度は図書館職員 6 人、
2017 年度は 8 人で活動を行っている。
 震災記録 WG による検討の結果、方針を「平成 28
年熊本地震に関連した各種資料を収集、保存し、公開
することで、資料をご提供いただいた方と、将来それ
を必要とする方々との橋渡しをすること」とした。前
震発生から 3 か月後の 2016 年 7 月 14 日に当館ウェブ
サイトで震災資料の提供を広く呼びかけた（2）。2016 年
10 月 14 日には「熊本地震ライブラリ」として収集し
た資料の館内展示を行うと共に熊本地震関連リンク集
として「熊本地震ライブラリ web 版」（以下「web 版」
という。）を公開した（3）。館内展示点数の推移は表 1、
web 版のリンク機関数の推移は表 2 のとおりである。

2.　震災資料の収集
 収集開始当初は、学内での周知活動や地元新聞に記
事（4）が掲載されることにより、いくつかの論文や発表
資料、近隣市町村の広報誌、個人の手記等の寄贈を受
けた。熊本県内では複数の公共図書館で震災資料の収
集を表明する動きが見られ、熊本県においても熊本地
震に関するデジタルアーカイブ事業に着手することが

＊熊本大学附属図書館

図４　ヤンゴン大学中央図書館の石碑の高精細デジタル撮影の様子
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発表された（5）	（6）。大学図書館である当館では大学等の
教育研究機関による学術的な資料を中心に収集し、並
行して前述の広報誌や避難生活について書かれた実用
書等の生活に関連した資料、チラシ、パンフレット類
も収集することとした。
 発災直後は図書や論文等の冊子体資料の発行が少な
かったが、ウェブ上では各機関による熊本地震に対す
る支援活動報告が多く見られた。そこで、全国の大学
や地方公共団体のウェブサイトを中心とした情報収集
を行い、熊本地震関連リンク集を作成することを計画
した。熊本地震に関する記載があれば、各機関に対し
て当館でのリンク集作成とウェブページ保存の可否を
照会した。また、館内展示用の資料として、冊子体資
料があれば寄贈を依頼し、ない場合は当館によるウェ
ブページの印刷と館内での提供の可否について照会し
た。このリンク集を上述の web 版として公開した。
 web 版の作成と並行して、当館で契約している新聞
記事データベース、他館の OPAC、書店のウェブサイ
ト、地元書店の店頭等を調査し、震災資料の発行情報
を得て積極的に震災資料の収集を行った。雑誌等の市
販の定期刊行物については、熊本地震が特集されてい
る号を中心に購入したが、既に品切れとなり入手でき
ていないものもある。新聞は、従来から購入していた
ものを、当館で定める通常の保存期間を超えて、震災
資料として保存することとした。
 2016 年 8 月に熊本県内の地方公共団体および公共図
書館に郵送による資料提供依頼を行い、広報誌等の寄
贈を受けた。2016 年 10 月から 11 月にかけて、本学
学生へ向けて学内メールシステムおよび Twitter を活
用して震災資料収集について周知を行った。また、同

時期に開催された本学の学園祭では熊本地震に関連し
た企画が多く見られたため、各ブースへ足を運び震災
資料の提供を依頼した。それらの活動の結果、本学学
生が撮影した写真のデータや、震災体験記のマンガの
データ等の寄贈を受けた。
 資料の寄贈依頼は震災記録 WG のメンバーで分担し
て行い、重複して依頼することがないよう発行元ごと
の一覧表を作成し、管理している。震災資料収集の趣
旨に理解を示し、快く寄贈してもらうことが多く、感
謝している。図書館職員が公共施設等に出向いた際に
も、配布されているチラシやパンフレット等を震災資
料として収集するようにしている。
 2017 年 7 月 10 日の「図書館総合展 2017 フォーラム
in 熊本」（E1940 参照）での講演によると、発災から 1
年を経過した時点が、二次資料が発行されるピークで
あるという（7）。そのため、現在も引き続き資料の収集
に力を入れている。

3.　震災資料の整理と公開
 先に述べたとおり、2016 年 10 月 14 日に当館の中央
館 2 階に「熊本地震ライブラリ」館内展示コーナーを
設置した（8）。震災資料の収集について周知するため利
用者の動線上に配置し、資料の収集状況にあわせて展
示内容を随時更新している。上述の学生が撮影した写
真のデータは印刷し、震災体験記のマンガはパネルに
して展示している。資料の増加に伴い、2017 年 4 月 14
日には中央館 1 階に移設し、展示パネルを増設した（9）。
 冊子体の図書や雑誌は日本十進分類法（NDC）によ
る分類を行い、図書館システムに書誌情報を作成し、
所蔵情報を登録して熊本大学附属図書館の OPAC で
検索できるようにしている（10）。雑誌のタイトルや特集
名だけでは震災資料と分からないようなものは、該当
記事のタイトルを書誌データに採録している。いつで
も図書館内で閲覧できるように、また末永く保存・公
開するために、登録した資料は貸出を行っていない。
 パンフレット類は図書館システムへの登録を行わず
リストを作成し、発行元ごとにパンフレットボックス
に入れて配架している。チラシ等の 1 枚ものの資料は
分類・整理方法の確定後に公開していく予定である。
資料の形態を問わず、実際の利用につなげていくため
に、書誌データの作成や資料提供の方法を検討する必
要がある。

4.　熊本地震ライブラリの効果
 熊本大学では、震災後に「熊本復興支援プロジェク
ト」（11）が設置され、本学に所属する多くの研究者が地
域復興に取り組んでいる。本学の研究者が関係する熊
本地震関連のシンポジウムや講演会が学内外で多数開

表１　館内展示点数の推移

開設時
2016/10/14

開設
6 か月後
2017/4/14

開設
1 年後

2017/10/14
図書・雑誌 11 45 299
広報誌等

（パンフレット類） 54 154 205

視聴覚資料 0 1 2
新聞 0 0 16
計 65 200 522

出典：熊本地震ライブラリ web 版より

表２　web 版リンク機関数の推移

開設時
2016/10/14

開設
6 か月後
2017/4/14

開設
1 年後

2017/10/14
大学等教育研究の機関 37 73 74
国・県・市町村の
機関等 13 35 72

企業・公益社団法人・
NPO 法人等 0 12 14

計 50 120 160
出典：熊本地震ライブラリ web 版より
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催されると共に、著作や論文として多くの研究成果が
発表されている。当館では、従来から本学に所属する
研究者の研究成果を収集し、熊本大学学術リポジトリ

（以下「リポジトリ」という。）上で広く公開している。
震災資料収集の過程で発行が確認された本学研究者に
よる著作については、重点的にリポジトリへの登録を
行っている。「熊本地震ライブラリ」の構築を進める
ことが、本学の研究成果を発信することにもつながっ
ている。

5.　今後に向けて
 今後も震災資料の収集を長く継続していくために、
業務マニュアル等の整備を進め、できるだけ早期に通
常業務として位置づける予定である。また、当館単独
の収集のみならず、熊本大学内、熊本県内の各機関、
震災資料の収集を実施している県外の機関と情報交換
を行い、今後の収集と利活用について検討したい（12）。
 「熊本地震ライブラリ」の認知度を高め、教育や研
究に活用してもらい、その成果物を再び震災資料とし
て収集し、必要とする人へ提供できるような循環を
作っていきたい。
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